
日本国際飢餓対策機構（Japan International Food for the Hungry：略して JIFH）は、イエス・キリストの精神に基づいて活
動する非営利の民間海外協力団体 (NGO)です。1981年に誕生して以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のために、自立開発協力、
教育支援、緊急援助、人財育成、海外スタッフ派遣、飢餓啓発などに活動を広げてきました。現在は、国際飢餓対策機構連合（Food 
for the Hungry International Federation）の一員として、20ヶ国 60の協力団体とともに、アジア、アフリカ、中南米の
開発途上国で、現地パートナーと協力しあって、「こころとからだの飢餓」に応える働きをしています。

飢餓対策ニュース　第 294号　発行日2014 年12月20日（毎月20日発行）定価15円　

　新年おめでとうございます。国の内外を問わず、今私たち
の置かれている時代は激しく動いています。この様な厳しい
中で、皆様が犠牲をいとわずにして下さるその尊いご支援に
心から感謝を申し上げます。キリスト教会や諸団体、企業、
壮年の方々は元より、年金で生活しておられる高齢の方 、々
またわずかなお小遣いの中からささげてくれる小さな子ども
まで、皆様の愛によって支えられ、世界の飢餓と貧困、災害
などで苦しむ人々 に愛を形にして届けることができました。
　私には子どもが３人おります。一人ひとり個性があり私たち
夫婦にとってはかけがえのない存在です。長女が学校で楽し
く生活しているのを見ると嬉しいですし、次女が交通事故に
遭った時には、代わってやりたいと思うほどに心を痛め涙し
ました。長男が児童合唱団で晴れやかに歌っているのを見る
時、感動し誇りに思います。感謝なことは、私たち夫婦と同
じようにこの３人の子どもに愛を示してくれる両親、さらには
血のつながりを超えて、教会の方々や友人たちがいることで
す。その様な人たちの愛によって私の家族は支えられている
のだと感謝しています。
　その感謝の気持ちを具体的に表わしたいと思い、私たち
家族は世界里親会を通してフィリピンの10歳の男の子の里

親になっています。私の長男と同い年で、見た目もどことな
く似ているわが家のもう一人の息子です。そのJM君から手
紙が届きます。色鉛筆とクレヨンで描いた絵が添えられてあ
る感謝の手紙です。JM君がしていること、楽しんでいること
はまさに長男がしていることと同じなのです。場所が変わっ
ても、子どもが楽しむこと、頑張っていること、苦しんでいる
ことは同じようなことなのだと改めて思わされます。息子が
笑い、泣き、楽しみ、苦しむ時、海の向こうのJM君もそうで
あることを思い、彼のために祈ります。食べ物が与えられ、わ
が家の食卓で感謝の祈りをする時に、彼にも今日食べる物が
与えられるようにと祈ります。そして、このことが私たち家族
の心を育て、豊かにしてくれているのです。支援しているよう
で、実は私たちが支えられているのです。
　愛が行動に表わされ、形になること。これが一人また一人
と広がる時に、支えられる人も支える人も、心豊かにされ、飢
餓と貧困に苦しむ人が必ず救われると信じています。ぜひ、
あなたも愛を見える形に表わして下さい。そして愛の冷えた
社会で本当の豊かさを分かち合いましょう。
「愛する者たち。神がこれほどまでに私たちを愛してくだ
さったのなら、私たちもまた互いに愛し合うべきです。」聖書

1分間に17人（内12人が子ども）
1日に2万5,000人
1年間では約1,000万人が
飢えのために生命を失っています。

あなたの愛は見えますか？ 日本国際飢餓対策機構　理事長　岩橋竜介
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今すぐ
募金が
できます！

「モリユリのこころのメロディ」
　　　ラジオ関西 558KHｚ　
　　　毎週金曜日午後９時～（30分）

　祐理さんの優しい語り口によるお話やエピソード（JIFHの親善大使とし
ての活動報告もあります）とともに唱歌など懐かしい歌や讃美歌、歌曲が流
れます。毎回、心に響く言葉をお届けするコーナー「言葉の花束」があり、マ
ザーテレサの言葉や聖書の言葉が紹介されます。また祐理さんのコンサート
情報やお薦めの映画情報などホットな話題も取り上げます。
　今後月に一度のペースでゲストを招いて、番組でしか聞くことができない
エピソードもお届けする予定です。ぜひ視聴ください。
　なお番組終了後に、森さんのホームページから視聴することもできます。

●まず右の必要事項
に記入して、点線の
枠部分を切り取りハ
ガキに貼って、下記
の大阪事務所宛に郵
送、又はこの頁をコ
ピーして、ファクシ
ミリで申し込みくだ
さい。確認のための
必要書類等を送らせ
ていただきます。
お電話でも申し込み
できます。各事務所
までおかけ下さい。

今すぐ
各種支援の
お申し込み
ができます!!

□  ハンガーゼロ・サポーターとして協力します。
 毎月（　　）口 （１口 1,000 円）
□ チャイルド・サポーター（世界里親会）になり
 たいので説明書（申込書）を送ってください。
□  海外スタッフ・サポーターとして協力します。 
 毎月（　　）口 （１口 1,000 円）
□  JIFHサポーターとし て協力します。
　  毎月（　　）口 （１口 500 円）
□  ウガンダレンガ募金（　　）口（１個 3,000 円）
□  今回に限り（　　　　　　）円協力します。
□  郵便自動引落し申込書を送って下さい。
□  その他の銀行自動引落し申込書を送って下さい。

FAX・072-920-2155

現在…
3807口

ハンガーゼロ
サポーターを
大募集中!!

氏
フ リ ガ ナ

名：　　　　　　　　　　　　　　　男・女

住
フ リ ガ ナ

所：
〒

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（電話）

▼申込日：　  　年 　月  日▼ NL 293 号

▪ コーヒー､ココアとチョコの「恵み袋」
〜キングダムビジネスから〜

　フェアトレード商品の購入を通し、当機構に
ご協力くださりありがとうございます。ぜひ今
年も、キングダムビジネスをご利用ください。
今回もお得なセット商品のご案内です。

【恵み袋の内容】
フェアトレード・ココア
　　　　１袋　650 円
モカ・ブレンドコーヒー
　　　　1 袋　870 円
フェアトレード・チョコ
　　　   ２個  650 円
◆ 梱 包 発 送 料800 円 
合計2,970 円を税込2,500 円でお届けします。
1 セット毎に500 円相当のかわいいグッズが
ついてきます。 
　チェコは①オーガニックビター ②ミルク ク
ランチ ③オレンジ ④ホワイト ⑤ヘーゼル
ナッツ ⑥レーズン＆カシューナッツの中から
２個をお任せでお送りします。（但し、北海道、
沖縄は別途送料600 円が必要です）

【お申し込み】　株式会社キングダムビジネス
TEL：06-6755-4877　FAX：06-6755-4888

　ウェブ：キングダムビジネスの恵み袋で検索

▪ 3月にファシリテータートレーニング
参加者を募集します（千葉で開催）

　「いつか海外で働きたい」「なぜ貧しい
国があるの」「開発途上国で活動、となる
とちょっと心配…」という方にお勧めしま
す！講師の話を聞くだけでなく、グループ
ワークもします。

日時：2015 年 3 月16 日㈪～ 3 月 21日㈯
場所：東京基督教大学
　　　（千葉県印西市内野 3-301-5-1）
費用：３万円（テキスト代含む）
受付：大阪事務所・吉本☎072-920-2225

JCBカードも使えるようになりました！

「かざして募金」はスマートフォンからご利用できます。募金は、ソフトバンクモバイル（株）経由となります。詳しくはウエブサイトをご覧ください。

ハンガーゼロ
で検索！

森祐理さんのラジオ番組が
スタートしました！

教室で宿題をしているボリビアの子どもたち
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　1995年1月17日あの日以来、私の人生は大きく変
わった気がします。仲良しだった弟の死、多くの方々の
苦しむ姿、美しかった街々の破壊を目の当たりにした
時、心が破れたような気持ちになりました。でもその痛
みから、他の方々の悲しみが沁みてくるようになり、初
めて自分の事のように感じられるようになったのです。
「痛みに届きたい」それが動機となって、神戸の被災
地に出て行き、瓦礫の中や炊き出しの列の前で歌った
ことが昨日のように思い出されます。歌い続ける中で、
阪神大震災の被災地だけでなく東日本大震災等の各
地の災害被災地につながり、海外の被災地にもつなが
り、刑務所や矯正施設での働きにもつながりました。
　日本国際飢餓対策機構の親善大使として、アフリカ
の奥地や飢餓貧困で苦しむ地を訪れ歌うようになった
ことも、「痛みに届きたい」という願いがつながってい
るように思います。
　弟の命が土台となり、天国への希望を届ける熱意と
なっていることを思うと、死は終わりでなく、地に撒か
れた種として何倍もの実を結ぶものだと改めて思わさ
れています。
　今振り返って、あっという間だったとは到底言えない
程、多くの出会い、喜び、悲しみ、笑顔、涙が積まれた

20年でした。弟の命と共に歩ん
だ20年は、様々な意味で貴重な
財産となったと思います。でも、
阪神大震災は20年で終止符で
はありません。神様が身を切ら
れるような痛みを持って私たち
に語りたかったこと、伝えておら

れることをしっかりと心に刻み、実行していかなけれ
ばならないと思います。
　各地で災害が相次ぎ、社会が揺れ動く中で、益々不
安をもって生きる方々が多い世の中です。だからこそ、
絶対に動かされない本物の希
望、天の故郷に続く希望を届
けていきたいと切に願っていま
す。20年の節目を迎え、この
世での命が終わる日まで、弟
の命の分までも託された使命
を全うしていきたいと、決意を
新たにしています。
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ぜひ「ハンガーゼロ・サポーター」となってジェロームの働きを応援ください。裏面に申込み欄があります。 　「東日本大震災復興支援の集い」～もう一度見つめな直そう、あの時の心～
　2015 年３月７日㈯ 14 時開演 大阪クリスチャンセンター OCC ホール〈無料〉

　2014年の世界食料デー大会で
は、教会などで講演をさせて頂く
だけではなく、学校のクラスでの
ディスカッション、学生たちとの質
疑応答なども行うことができまし
た。このように様々な学校の生徒
が、「世界食料デー」という共通の
目的のために集まり、学んでいる
のを見るのはとても嬉しいことで
した。グループディスカッションを
通して生徒たちはアイデアを分か
ち合ったり、世界の他の地域で起
きている課題について話し合った
りする事もできました。又コンゴの
貧しい子どもたちのために、持って
いるものをささげている生徒たち
数人にも出会う機会があたえられ
ました。

生徒の国際感覚に感心

　特に印象的だった２ヵ所での経
験をお伝えします。
　まず、関西学院大学大学附属高

校のグローバル教育クラスの生徒
たちが、堂々と世界的な課題につ
いて語るのを見て感心しました。彼
らは、私の英語での話を聞き、通
訳なしで様々な質問を投げかけま
した。その一つに「国際的な基準
を守らない国々に対して、世界はど
のように対処すべきだと思います
か」という質問がありました。私が
中学生の時、先生にこのような質
問をする事は到底できませんでし
た。
　又「ジェロームさんは、『人間は
互いに愛し合うべき存在で、積極
的に愛の行動を周りの人にしてい
きましょう』と言われましたが、私
は愛の行動がテロや過激派グルー
プの残虐行為を止めるとは思えま
せん。愛の行動がそのような問題
の解決になるのでしょうか」という
質問もありました。

愛を行動で表すことこそ

　この質問に対して
私は次のように話し
ました。
「良い質問です！確
かに愛の行動によっ
て全ての問題を解決
するのは難しいかも
しれません。
　なぜなら愛には相

互関係が大切だ
からです。たと
えどんなに愛を
注いだとしても、受
け取る側がそれを拒否
してしまうこともあります。
　それではどうするか、愛の行動
には意味がないから何もしない？
　しかし何もしなければ、問題は
全く解決しないでしょう。愛によっ
て全ての問題は解決しないかもし
れませんが、愛以外に問題解決の
道はありません。問題解決の鍵は
愛です。ですから私たちは精一杯
の愛を表し続けなければなりませ
ん。」
　また、大阪女学院でコンゴ民主
共和国における飢餓の現状につい
て分かち合った時、生徒の多くが、
「コンゴの人々を助けるために自分
たちに何ができると思うか」と尋ね
てきました。彼女たちの見せた関
心と深い思いやりの心に感動しま
した。
　今回の経験から、私たちには他
の人々、特に若者と情報を分かち
合う責任があることを痛感しまし
た。飢餓や貧困のような地球規模
の問題について若い世代と共有
し、話し合う場を定期的に開催す
るのはすばらしいし、重要な事だ
と思います。
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2014年世界食料デーのために、派遣先のコンゴ民主共和国から帰国した
ジェローム・カセバが大会や講演会での体験を報告します

コンゴの人々に対する学生
たちの関心や深い思いやり
の心に感動しました 「阪神淡路大震災から20年を迎えて」

福音歌手　森　祐理 （日本国際飢餓対策機構 親善大使） 

森親善大使
コンサート
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生活の中から“始める”
●感謝していただく
　棄てることのないよう
に、食料を計画的に買う。
一食の感謝を忘れず、食べ
残しをなくす。
注日本の年間食料廃棄のワー
スト１は家庭からの廃棄です。

●書き損じはがきで応援する
　各事務所では、未投函のはがきを換金して海外ス
タッフ支援のために用いさせて頂いて
います。
【2014年集計】
はがき：382,464円分の切手に換金。
未使用切手：410,776円分。
国内外の送料軽減に貢献しています。

●『本deリンク』で支援する
　JIFH愛知事務所では送られた本やCD・ゲームソ
フトを換金して、飢餓・貧困に苦しむ人々の支援に用

いさせて頂いています。引っ越
し、大掃除の際にもぜひご利用
ください。
【2014年実績】96,661円
（内訳：本1420冊、CD216冊、DVD47冊）

注破れや汚れ、書き込みのある書籍、
個人出版、文学全集は換金対象外です。
ＣＤやDVDはケース割れ、ジャケット、
歌詞カード不備、海賊版、個人用、カセッ
トテープやVHSビデオも不可です。

●ハンガーゼロ自動販売機を利用・設置する
　飲み物を買うと1本につき10円がアフリカの人々
に寄付されます。また防災対応のハンガーゼロ自販
機を設置していただくと、10円の寄付と共に緊急災
害時の備蓄用としてパンの缶詰、水各96個が無償で
提供されます。現在、全国で80台が稼働中です。
【2014年募金実績】1,387,620円
　設置の相談は大阪事務所までどうぞ。設置費用は
必要ありません。

●募金箱を家庭や職場に置く
　小銭と思われるお金も、飢餓・貧困に苦しむ人々
にとって何倍もの価値を持ちます。募金箱は、各事
務所にお問合せください。

●フェアトレードの商品を購入する
　開発途上国の生産者から適正な価格で
買い取られた商品を扱う会社（キングダム
ビジネス）から買って支援する。
（注：2014年、約30万円の募金がありました）

　
●知る・学ぶ
　毎月発行される「飢餓対策ニュース」を読んで、世
界の飢餓の現状やJIFHと協力団体の活動、支援者
の声を知る。世界の現実についての本(「世界と地球
の困った現実」、「旅をしながら」など)を読んで学
ぶ。（取扱はキングダムビジネス）

参加して“始める”
●世界食料デーに参加する
　毎年秋行われる日本各地の「世界食料デー大会」
に参加して現地からの報告を聞いたり、ボランティア
として運営に加わったりする。各地の大会は実行委
員会によって運営されています。食料デー募金に協
力することもできます。

●海外ワークキャンプや研修に行く
　JIFHが毎年夏に行う「海外ワークキャンプ」に
参加して、活動 地の人々
の生活を体験し国際協力
の実際を知る。JIFHのハ
ンガーゼロ・ファシリテー
タートレーニングに参加し
て、海外協力の専門的な学
びをする。
　今年のキャンプは南米ボ
リビアで開催します。お問
合せは東京事務所まで。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

●国際協力イベントに参加する
　各地で行われるワン
ワールドフェスティバ
ル(大阪)やグローバル
フェスタ(東京)、アイ
フェス(名古屋)などの
国際協力フェスティバ
ルにボランティアとし
て参加する。
　まずは自分の地域
でどのような国際協力団体や催しがあるかを調べて
みましょう。

行動して“始める”
●企画して実行する
　JIFHのスタッフを学校や団体に招いて世界の現
状についての話を聞く。JIFHの親善大使を招いて、
チャリティーイベントを企画する。
　学校の文化祭などで飢餓問題の啓発活動や写

真パネル、国際児童画の展示、飢餓問題のワーク
ショップなどを行って関心を深める。

●ネットを活用する
　自分のホームページやブログ、フェイスブックなど
のSNS（ソーシャルネットワークサービス）を活用し
て飢餓の現状を伝え、支援参加の輪を広げる。

支援者の皆様とともに
　現在約2,500人の方々がハンガーゼロ・サポー
ター（約3,800口）として、またアフリカ・アジア・南
米７ヵ国の里子たち（約1,900人）のチャイルド・サ
ポーターになって、支援を続けてくださっています。
また、一昨年末のフィリピン台風、昨年の広島土砂
災害では多数の皆様が募金を届けてくださっただけ
でなく、災害の現場での緊急・復興支援活動にもボ
ランティアとして参加してくださいました。
　支援者の皆様が世界の飢餓と貧困、そして自分の
周りの社会の問題に対して「わたしから始める」と
き、そこから新しい気づきが生まれたり、人々の交流
や祈りが広がっていきます。JIFHはそのような皆様
と力を合わせて行動することで、貧困、飢餓、災害、
紛争で苦しんでおられる人々の「心とからだ」を励ま
し、これらの課題の解決の力になると確信していま
す。共に世界を変えていきましょう。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　日本国際飢餓対策機構は世界の飢餓・貧困問題を解決するためには開発途上国、工業先
進国の双方の一人ひとりの意識変革と行動が大切であることを呼びかけてきました。皆様の
中には、「私も何かを始めてみたい」「支援はしたいけれど、どのようにすればよいのか具体的
に知りたい」と思っている方もおられることでしょう。そこで「わたしから始める」の具体例をま
とめてみました。この中には、すぐに取り組めることもあれば、少し考え、計画してから実行す
るものなど様々ですが、ご自分に合うものを検討してみてくだされば幸いです。

　募金を“始める”
　「JIFHサポーター」として協力する。 （一口 500円／月）
　「ハンガーゼロ・サポーター」として協力する。 （一口1000円／月）
　「海外スタッフ・サポーター」として協力する。 （一口1000円／月）
　「チャイルド・サポーター」として協力する。 （里子一人4000円／月）
　「かざして募金」スマートフォンやＰＣから支援する。

広げよう「わたしから始める、世界が変わる」の輪

絵・みなみななみ

森　祐理
（福音歌手）

小堀英郎
（ピアニスト）

上原令子
（ゴスペル歌手）

ソン・ソルナム
（フルート奏者）

Manami
（歌手）

日本国際飢餓対策機構の親善大使の皆さん

★ 「レンガ募金」にご協力をお願いします★
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一般財団法人

日本国際飢餓対策機構
〒581-0032 大阪府八尾市弓削町３-74-1
電話072ｰ920ｰ2225 FAX072ｰ920ｰ2155
ホームページ  http://www.jifh.org/

郵便振替　00170 ｰ9 - 6 859 0
　　　　日本国際飢餓対策機構　
通信欄に「レンガ募金」と必ず記入し
て下さい。  ※お電話でも受付ます。
ウエブからクレジットカード利用も。
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金
方
法

アフリカ・ウガンダの
子どもたちに教室を！
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レンガ募金 3,000円
募集：2014年12月～2015年１月
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　ミンドロ島から帰る船が港に
着く頃、小型の船で待機していた
子ども達が私たちが乗っている
船に移ってきて物乞いをはじめま
した。その中の一人の女の子はお
父さんらしい人に背中を押され
て船の後部へと周り、私の方へと
窓から手をのばしてきます。彼女
はまだ５歳くらいの可愛らしい女
の子。いかにも悲しそうな目で私
を見つめていましたが、私が何も
できずにいるとさっと表情を変え
てまた別の人のところに行きまし
た。何回かそれを繰り返した後ま
たお父さんらしい人の元へと裸足
で戻って行く。そんな彼女の後ろ
姿を見て本当になんとも言えない
気持ちになりました。

墓石の上での暮らし…

　また都会の中でも、貧困の著し
い地域を訪問しました。そこはな

んと大きな公営墓地。田舎からで
てきたものの都会での生活が厳し
くなったおよそ１００家族以上が、
平らな墓石の上で暮らしているの
です。子どもたちは栄養失調で髪
の毛の色が茶色くなり、手足は細
くお腹がぷっくり出ている。
　衛生環境の悪い中、地面に落ち
ている食べ物を平気で口にしてい
ます。目をふさぎたくなるような
光景に私は顔をこわばらせていま
した。そんな私をじっと見つめる
一人の裸の男の子。
　彼になんと言葉をかけていいか
わからず、私は口をつむってほん
の少し笑みを浮かべるのに精一杯
でした。
　その時私はこう思いました。今
ここで私たちがこの子ども達に
お金や物を一時的に渡しても、貧
困の解決には決してならないのだ
と。そして私が出会ったこの２人
の子ども達は私をみて何を思うの
だろう、と。
　マニラにある「ユニカセ」という
カフェのオーナー中村八千代さん
は、このような子ども達を一人で
も減らすために、ストリートチルド

レンをそのカフェのスタッフに雇
用して一人一人が自立できるよう
にライフ・スキル・トレーニングを
行っています。今回私はそこでラ
イブをさせていただきました。印
象的だったのは、カフェのスタッフ
さん達は慣れない仕事も一生懸命
こなし、私たちにお皿や飲み物を
サーブする姿がとてもいきいきし
ていました。また私が歌っている
間、台所の奥で八千代さんととも
に満面の笑顔で踊っているスタッ
フのみなさんを見て、胸が熱くな
りました。

「強制」ではなく「共生」を
「競争」ではなく「共創」を

　どんな状況であっても共に時間
を過ごし、共に分かち合い、共に
生きていく、これこそ神様が私た
ちに与えた最高の喜びであり、恵
みなのだと気づかされた一場面で
した。
　このフィリピンツアーは、私の
未来の選択肢を広げる機会とな
りました。

文・Manami

学校を建てよう?!

　僕たちが今取り組んでいるこの
プロジェクトは、まさに神様から
のビジョンだと思います。始まり
は2014年の年始、教会で青年た
ちのミーティングをした時のこと
でした。各々が今年の抱負を述べ
ている時、牧師先生が急に「フィ
リピンに学校を建てよう！」と切り
出されました。2013年11月にフィ
リピンのレイテ島を襲った台風で
壊れた学校を再建しよう、という
ことでした。あまりに突然のこと
でそこにいた全員の頭には「？」
のマークが浮かんでいたと思いま
す。全員が「できるはずがない」と
思ったからです。　
　けれども不思議なことに、３ヵ
月後にはこの計画はバルナバプロ
ジェクトと名付けられてスタート
したのです。まさに『あなたがた

のうちに働きかけて、その願いを
起させ、かつ実現に至らせるのは
神であって、それは神のよしとさ
れるところだからである。』という
聖書の言葉の通りでした。
　最初の活動は、現地で緊急支援
活動をしていた日本国際飢餓対策
機構の吉田スタッフと共にフィリ
ピンに行って被害の状況を見るこ
とでした。台風が通過してからす
でに４ヵ月経っていましたが、そこ
には痛々しい爪痕が残っており、
台風はまるで昨日来たかのようで
した。
　しかし、そこで出会った子ども
たちの顔は輝いていました。僕は
その顔に確かな希望を見ました。
それと同時に自分たちを恥じまし
た。子どもたちはこのような状況
に置かれても笑顔で過ごしてい
る。一方僕たちはいつも不平ばか
り言っている。あれがない、これ
がないと…彼らに比べたら溢れる
ほど物を持っているにもかかわら
ず、ないものばかりを探していた
ことに気付かされました。

10人でもできるんだ！

　日本に帰って、まず僕たちの
持っている中から献金を始めまし

た。更にフィリピンで感じたこと
を歌にしてオリジナルのCDを制
作し、教会で販売しました。10月
の世界食料デー東大阪大会でも
活動報告と演奏をしました。販売
利益は全額JIFHを通して学校建
設の資金になります。また多くの
教会に招かれ、賛美や活動の話を
させて頂いています。歌や話は決
して上手ではありませんが、行く
先々で僕たちのビジョンに賛同し
てくださる方が与えられます。こ
の時、このプロジェクトが神の計
画であることを再び確信すること
ができて、とても励まされます。
今はまだまだ小さな活動ですし、
メンバーもわずか10人足らずで
す。けれども聖書を開くと、少年
ダビデが大男ゴリアテを倒し、
預言者エリヤは一人でバアルの預
言者450人に打ち勝ち、たった５
つのパンと２匹の魚が5千人以上
の人々の空腹を満たすという奇跡
が起こっています。必ず神様は僕
たちを通してこの働きを実現させ
てくださると信じています。
　今は一日も早くフィリピンに学
校が建つことを願っています。そ
して、日本中の僕たちと同じよう
な若者に「僕らでもできたんだか
ら、みんなも何かできるよ」と分
かち合いたいと願っています。

2015.１
No.294

７

飢餓対策
NEWS

６

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
支
援
Ｃ
Ｄ

食
料
デ
ー
で
演
奏
す
る
安
達
さ
ん

フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
の
被
災
地
を

訪
れ
た
メ
ン
バ
ー
た
ち

ぼくらにできること
バルナバプロジェクトでフィリピン支援　安達燎平さん

ＣＤ「ぼくらにできること」は、大阪シオン教会☎ 072（964）5144で直接お求めください。1,000 円（送料別途） 親善大使を招いてのチャリティーコンサートを開催しませんか？　まずは大阪事務所までご連絡をお願いします

タクロバンの被災者にパンの缶詰など配る安達さん

フィリピン

都会の貧困を目の当たりにして

親善大使のManamiさん（歌手）と小堀
英郎さん（ピアニスト）が昨年１１月に当
機構の活動地フィリピンを訪問。今回は
Manamiさん、次回に小堀さんの訪問記
を掲載いたします。

親善大
使の活動地訪問
フィリピン


